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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
立

学
校
の
特
長
や
教
育
活
動
な
ど

を
校
長
先
生
が
紹
介
し
ま
す
。 

　
谷
戸
小
学
校
に
は
現
在
全
校
児
童

４
５
８
名
、
15
学
級
。
情
緒
障
害
通

級
指
導
学
級
（
せ
せ
ら
ぎ
）
40
名
、

４
学
級
の
子
ど
も
た
ち
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
本
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら

西
東
京
市
教
育
委
員
会
奨
励
事
業
研

究
指
定
校
と
し
て
学
年
内
交
換
授
業
、

高
学
年
一
部
教
科
担
任
制
に
本
格
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は

「
柔
軟
な
指
導
体
制
に
よ
る
豊
か
な

学
び
の
形
成
」
を
研
究
主
題
と
し
、

各
学
年
を
軸
と
し
て
研
究
を
進
め
ま

す
。
学
年
の
実
態
に
合
わ
せ
、
国
語
、

社
会
、
理
科
、
家
庭
科
等
を
隣
の
学

級
の
先
生
に
教
わ
り
ま
す
。 

　
教
員
は
子
ど
も
た
ち
に
「
楽
し
い

授
業
」
「
わ
か
る
授
業
」
を
提
供
出

来
る
よ
う
担
当
教
科
毎
に
教
材
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
学
力
を

高
め
る
た
め
に
よ
り
有
効
な
交
換
授

業
、
教
科
担
任
制
の
あ
り
方
を
授
業

実
践
を
通
し
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
20
年
２
月
８
日（
金
）全
学
級
授

業
公
開
と
と
も
に
、
２
年
間
の
取
り

組
み
を
発
表
し
ま
す
。
よ
り
多
く
の

皆
様
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

　
　
　
谷
戸
小
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
　
富 

　
本
校
は
、
落
ち
着
い
た
学
校
生
活

の
中
で
、
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心

を
育
て
る
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
学
習
活
動
で
は
、
数
学
・
英
語
の

少
人
数
授
業
、
音
楽
科
の
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
選
択
授
業
の
充
実

や
補
充
教
室
な
ど
、
基
礎
学
力
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
る
教
科
指
導
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17
・
18
年

度
は
市
の
研
究
奨
励
校
と
し
て
、
各

教
科
で
授
業
改
善
の
工
夫
と
実
践
を

行
い
、
本
年
度
も
授
業
研
究
を
中
心

に
授
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。 

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一
環
と

し
て
は
、
朝
の
読
書
活
動
を
定
着
さ

せ
、
落
ち
着
い
た
一
日
の
ス
タ
ー
ト

を
切
る
と
と
も
に
、
学
ぶ
基
礎
と
な

る
読
解
力
や
想
像
力
を
養
う
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
行
事
に
燃
え
、
部
活
動

に
励
む
三
中
」
も
よ
き
伝
統
と
な
っ

て
引
き
継
が
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
主

役
に
な
り
、
協
力
や
団
結
を
通
し
て
、

み
ん
な
で
や
り
遂
げ
た
達
成
感
を
実

感
し
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
挨
拶
」
「
返
事
」
そ
し
て
「
あ

り
が
と
う
」
の
感
謝
の
気
持
ち
を
素

直
に
伝
え
ら
れ
る
三
中
の
良
き
校
風

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
生
徒
、
保
護

者
・
地
域
の
皆
様
か
ら
「
わ
が
母
校

田
無
三
中
」
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
　
　
田
無
第
三
中
学
校
長

　
中
島
　
理
智 

教
育
相
談
課
の
ご
案
内 

内
線
２
６
４
１
・
２
６
５
１
〜
２
６
５
３ 

　
幼
児
・
小
・
中
・

高
校
生
の
お
子
さ
ま

に
関
し
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
心

配
な
こ
と
に
つ
い
て
、
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
（
臨
床
心
理
士
な
ど
）
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
や
不

登
校
、
学
業
な
ど
学
校
に
関
す
る
問

題
や
、
心
身
の
発
達
や
親
子
関
係
の

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
心

理
的
援
助
を
行
い
な
が
ら
、
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。 

　
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◆
直
通
電
話
（
４
２
５
）
４
９
７
２ 

 

　
お
子
さ
ま
の
学
業

や
進
路
に
つ
い
て
不

安
や
悩
み
を
お
持
ち
の
方
の
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
市
立
小
・
中
学

校
特
別
支
援
学
級
（
固
定
制
）、
都

立
特
別
支
援
学
校
へ
の
入
学
ま
た
は

転
学
を
希
望
し
て
い
る
児
童
・
生
徒

の
就
学
・
転
学
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
通
級
指
導
学
級
（
情
緒
・
こ

と
ば
）
の
入
級
相
談
（
内
線
２
６
５

４
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
お
子
さ
ま
の
こ
と

ば
の
発
達
に
心
配
が

あ
る
、
発
音
に
誤
り
が
あ
る
な
ど
「
こ

と
ば
」
に
心
配
を
持
つ
方
の
た
め
に
、

言
語
訓
練
士
に
よ
る
言
語
訓
練
・
言

語
相
談
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

年
間
８
〜
10
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
に
つ
い
て
は
、
広
報
西
東
京
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

　
主
に
児
童
・
生
徒

の
心
理
・
行
動
面
に

つ
い
て
、
学
校
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
内
研
修
会
・

事
例
検
討
会
へ
参
加
し
、
校
内
の
教

育
相
談
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 
〈
学
校
派
遣
相
談
員
〉 

 
小
学
校 

○
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

　
教
育
相
談
課
の
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
お
お
む
ね
週
１
回
訪
問
し

ま
す
。
児
童
や
保
護
者
、
教
員
か

ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

中
学
校 

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

　
東
京
都
か
ら
週
一
日
派
遣
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　 

　
い
ろ
い
ろ
な

理
由
か
ら
不
登

校
に
な
っ
て
い
る
市
立
小
・
中
学
校

在
籍
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た
適

応
指
導
教
室
で
、
次
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
ま
す
。 

 

①
教
室
に
通
い
な
が
ら
、
生
活
の
リ

ズ
ム
を
つ
く
り
ま
す
。

②
指
導
員
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て

悩
み
の
解
消
や
生
活
意
欲
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

③
個
々
の
能
力
、
興
味
・
関
心
等
に

応
じ
た
無
理
の
な
い
教
科
指
導
を

進
め
、
学
習
の
つ
ま
ず
き
な
ど
の

解
消
に
努
め
ま
す
。

④
グ
ル
ー
プ
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
パ

ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
交

流
を
深
め
、
自
立
心
、
協
調
性
を

は
ぐ
く
み
ま
す
。

 

　
見
学
や
入
室
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

◆
教
育
相
談
課 

（
内
線
２
６
５
１
〜
２
６
５
３
） 

　
今
年
か
ら
4
月
29
日
が
「
昭
和
の

日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
、
生
涯
学
習
部
で
は

共
同
事
業
「
な
つ
か
し
の
田
無
・
保

谷
〜
昭
和
の
日
・
記
念
写
真
展
」
を

企
画
し
ま
し
た
。 

　
昭
和
時
代
の
田
無
、
保
谷
の
写
真

資
料
か
ら
1
0
0
点
を
パ
ネ
ル
製
作

し
、
市
内
６
ヶ
所
の
以
下
公
共
施
設

を
会
場
と
し
て
、
巡
回
展
示
会
を
実

施
し
ま
す
。 

○
郷
土
資
料
室
　
５
月
12
日（
土
）〜

５
月
19
日（
土
） 

○
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル 

５
月
21 
日（
月
）

〜
５
月
24
日（
木
） 

○
き
ら
っ
と
６
月
６
日（
水
）〜
６
月

９
日（
土
） 

○
保
谷
公
民
館
　
７
月
24
日（
火
）〜

７
月
30
日（
月
） 

○
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
　
８
月
１
日

（
水
）〜
８
月
14
日（
火
） 

○
田
無
庁
舎
展
示
コ
ー
ナ
ー
　
10
月

１
日（
月
）〜
10
月
５
日（
金
） 

◆
中
央
図
書
館
４
６
５
―
０
８
２
３ 

〜
昭
和
の
日
・
記
念
写
真
展
〜 

特別支援教育（相談から支援までのながれ） 
　保護者から相談がある児童・生徒や、特別な支援が必要と思われる児童・
生徒に対する支援方法等について、校内委員会で検討します。 
　校内委員会で解決できない場合は、臨床心理士のカウンセラーや専門
家チーム等による指導方法の助言などを受けて、支援方法を見つけます。 

小・中学校の 
保護者、児童・生徒 

相談 

小・中学校 
担任 

特別支援コーディネーター 

校内委員会 

支援の実行 

支援の方法（例） 

校内委員会で解決できない場合 

解決できない場合 

臨床心理士のカウンセラーが、
校内委員会へ、指導方法の助言
を行う。 

専門家チームや学校支援アドバ
イザーが、校内委員会へ指導方
法の助言などを行う 

注）上記の「相談から支援までのながれ」は、 
　  基本的なながれのみを示しています。 

① 特別支援教育コーディネーターの指名・養成 
　校内連絡や外部調整、保護者に対する窓口として、校内における特別支援教
育に関するコーディネーター的な役割を担う者を、教員の中から校長が指名し
ます。また、研修等を行いコーディネーターを養成します。 

② 校内委員会の設置・活用 
　特別な教育的支援が必要な児童・生徒への対応を、校内体制で支援するため
に中心的な役割を果たす校内委員会を設置し活用していきます。 

③ 心理専門家による巡回相談 
　ＬＤ､ADHD､高機能自閉症等に関する専門的な知識を有する心理専門家が
学校を訪問し、実態把握、学校の支援体制、保護者との連携等の指導・助言を行
います。 

④ 専門家チームによる助言・指導 
　ＬＤ､ADHD､高機能自閉症等の児童・生徒への教育的対応について専門的な
指導･助言を行うことを目的とした、専門家チーム*を設置します。 
＊構成： 医師、心理専門家、言語専門家など

担
任
な
ど
の 

指
導
方
法
の
工
夫 

教
育
相
談
課
に
よ
る 

継
続
的
な
教
育
相
談 

特
別
支
援
学
級
へ
の 

入
級 

そ
の
他
の
支
援 

◆指　導　課①・②・⑤・⑥（内線2635） 
◆教育相談課③・④（内線2641） 

⑤「個別指導計画*」「個別の教育支援計画*」の作成 
　長期的な視点で個に応じた教育を推進するために、「個別指導計画」「個別
の教育支援計画」に基づく指導を進めていきます。 
＊｢個別指導計画｣：児童生徒一人一人の教育的ニーズに対応して、指導目標や指導内容・方法
などを盛り込んだ指導計画のこと。

＊｢個別の教育支援計画｣：児童生徒一人一人のニーズを正確に把握し、福祉、保健･医療、労働
等の関係機関との連携を図り、乳幼児期から卒業後までの長期的視点に立って教育的支援
を行うための支援計画のこと。

⑥ＬＤ等児童・生徒への指導体制の検討 
　ＬＤ､ADHD､高機能自閉症等の児童・生徒に対する、指導補助を含めた指導
体制の在り方を検討します。　 


